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発刊にあたって

 平成18年度に市町村合併後の新日田市のまちづくりの基本理念や施策の基本的な方向を示した

「第５次日田市総合計画」を策定しました。文化芸術等の振興の主要施策として、文化財や芸術文

化等の保存、継承、発展に努めるとしており、当課でも多くの文化財の適切な保存と活用を図るべ

く、各種の事業に取り組んでいます。

 埋蔵文化財の分野におきましては、開発事業に伴う発掘調査事業を進めるとともに、事業者及び

市民の方々に対して埋蔵文化財への理解をより一層深めていただくよう普及・啓発活動の更なる充

実を図って参りたいと考えております。

 この１年間日田市の埋蔵文化財調査及び普及・啓発に多大なるご指導・御協力を賜りました関係

者の皆様方に、心よりお礼を申し上げます。

平成20年２月

日田市埋蔵文化財センター施設長        

日田市教育庁文化財保護課長  原田 文利 

例  言

１． 本書は、平成18年度に日田市教育委員会が行った埋蔵文化財保護事業の概要をまとめたものである。

２． 発掘調査における遺物・図面・写真類等の資料については、日田市埋蔵文化財センターにて保管・展示している。

３． 表３・４における「詳細地図番号」は日田市作成「1/2,500都市計画基本図」および大分県作成「1/5,000大分県森林基本図」、「住宅地図」をもとに作成し、

 センターにて保管している。

４． 受領図書は平成18年４月１日から平成19年３月31日の間に日田市教育委員会に寄贈された書物を掲載し、併せて日田市立博物館宛ての書物も掲載した。

５． 受領図書一覧表の作成では、伊藤一美・武石和美両氏の協力を得た。

６． 表紙写真は、中川原遺跡２次調査で検出された縄文時代後期の竪穴住居に伴う石組炉である。

７． 本書の執筆は、Ⅰ－２)を各担当者が行ったほかは矢羽田が行い、文責を末尾に記している。

８． 編集は各担当者の協力の下、矢羽田が行った。

組  織

平成18年度の日田市教育庁文化財保護課の構成及び埋蔵文化財係の組織は

以下のとおりである。   

文化財管理係（５人）

埋蔵文化財係（９人）

町並み保存係（３人）
文化財保護課長 兼

埋蔵文化財センター施設長

《埋蔵文化財係》

課長補佐兼埋蔵文化財係長   高倉 隆人  総括

         専門員   田中 正勝  史跡整備事業担当

         専門員   伊藤 京子  庶務

         主 任   今田 秀樹  民間開発関連担当

         主 任   行時 桂子  市公共事業担当

         主 任   若杉 竜太  県公共事業担当

         主 任   渡邉 隆行  事前審査担当

         主 事   矢羽田幸宏  史跡整備事業担当

         主事補   中村 邦宏  普及啓発事業担当
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Ⅰ 平成18年度の埋蔵文化財調査事業

１）平成18年度埋蔵文化財調査の概要

平成18年度の発掘調査等の動向（表１）

 平成18年度の公共事業・民間開発に伴う埋蔵文化財包蔵地の事前照会件数は100件、このうち試掘・

立会調査を行ったものは28件、発掘調査を行ったものは８件であった。

 発掘調査は民間開発に伴うものが４件で、その原因は幼稚園舎建設に伴うものが１件、店舗建設に

伴うものが１件、分譲宅地造成に伴うものが１件、老人施設建設に伴うものが１件であった。県公共

事業に伴う発掘調査は農業基盤整備事業に伴う中川原遺跡２次、名里遺跡の２件で、市の公共事業に

伴う発掘調査は公民館建設に伴う日田条里千躰地区の１件であった。そのほか、史跡整備に伴う事前

確認を目的としたガランドヤ古墳の発掘調査が実施されている。

 前年度と比較した全体的な傾向としては、事前照会審査件数が増加しているのに対し、試掘・立会

調査件数及び発掘調査件数は僅かながら減少している。照会件数の増加については、開発行為に伴う

照会の必要性が市民に周知されてきた結果、照会もれの件数が減少してきたことによるものが大きい。

調査件数の減少については、開発申請地が周知遺跡外であったり、工法上遺跡が損なわれないことな

どが主な理由であるが、ここ数年間の傾向として捉えれば、横這いの範疇に入るものであろう。今後

も照会件数の増加傾向は続くと思われ、円滑な対応のための体制の整備・職員の資質向上・作業の効

率化など、対処すべき課題は多い。

平成18年度の発掘調査の内容（表２）

 本年度は旧石器時代を中心とする調査例はなく、縄文時代から近世にいたる遺跡の調査を行ってい

る。

 縄文時代の調査としては、中川原遺跡２次で早期・前期・晩期の包含層のほか、後期中葉の石組炉

を持った竪穴住居が検出されている。

 弥生時代の調査では、中川原遺跡２次において後期から古墳時代初頭にかけての集落とそれを取り

囲む環濠と思われる大きな溝が検出されている。郷四郎遺跡２次では後期の包含層が確認されている。

また、日田条里千躰地区でも僅かながら弥生土器が出土している。

 古墳時代の調査としては、史跡ガランドヤ古墳で２号墳の墳丘及び周溝の確認が行われ、墳丘から

版築や列石などの遺構と周辺の地山から周溝状の掘り込みが確認された。一丁田遺跡２次では竪穴状

の遺構から市内２例目となる鉄 が出土しており、周辺に鍛冶関係施設が存在した可能性が窺われる。

郷四郎遺跡２次では後期の包含層及び竪穴住居が確認されており、日田条里千躰地区では溝・土坑な

どから後期の須恵器が出土している。

 古代の調査では、中川原遺跡２次で掘立柱建物が検出されている。

 中世の調査では、上ノ馬場遺跡２次で青磁・渡来銭・丸瓦などのほか、15～ 16世紀頃の整地層が

確認されている。上井手遺跡３次では、14～15世紀頃の掘立柱建物・土坑・流路が確認され、青磁・

瓦質土器・軒平瓦などが出土しており、周辺一帯に存在したと想定されている竹田別符との関係が想

定される。また、郷四郎遺跡２次で12世紀頃の包含層が確認されている。

 近世の調査では、上井手遺跡３次において、井戸・土坑などの遺構とともに肥前陶磁などが出土し

ている。
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表２ 平成18年度発掘・確認調査一覧表 面積単位：m2

番号 遺 跡 名 所 在 地 事業主体 調査原因 開発面積 調査面積 調査年月日 費用負担 調査担当者 備考

1 史跡ガランドヤ古墳 石井字尾園1136-3他 公共 確認調査 - 75 0726～0226 国庫補助 矢羽田

2 中川原遺跡2次 大山町西大山3494-1他 公共 圃場整備 30,000 6,400 0601～1110 原因者 今田・若杉 前年度継続

3 名里遺跡 求来里字石原755他 公共 圃場整備 30,000 9,500 0109～0327 原因者 今田・若杉・矢羽田 次年度継続

4 日田条里千躰地区 淡窓町115-1 公共 公民館建設 433 140 1106～1219 原因者 行時

5 上井手遺跡3次 大字日高923-1 民間 幼稚園舎建設 965 960 0605～0713 原因者 渡邉・矢羽田

6 郷四郎遺跡2次 大字十二町字堀336 民間 店舗建設 1,050 164 0607～0728 原因者 若杉

7 上ノ馬場遺跡2次 上城内町1023-1他 民間 分譲宅地 991 120 0612～0714 原因者 行時

8 一丁田遺跡2次 港町436-1他 民間 老人施設建設 477 477 0912～1013 原因者 渡邉・行時

平成９年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

専門職員数 5 3(4) 4 3(4) 4 4 4 4 6 5

嘱託職員数 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0

調査面積 37,510 33,846 16,794 21,254 10,552 18,663 38,827 13,309 15,736 17,836

面積単位：m2

表１ 埋蔵文化財の調査件数および調査担当者の推移
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２) 発掘調査・確認調査の概要

１. 史跡ガランドヤ古墳２次 －史跡整備に伴う範囲確認調査－

 ガランドヤ古墳群は三隈川左岸の微高地に位置する３基の古墳で

構成され、１・２号墳は装飾古墳として古くから知られてきた。昭

和59・60年に古墳の現況把握を目的に発掘調査が実施され、多く

の遺物が出土するとともに新たな装飾が発見されるなど、多大な成

果が得られている。これらの成果に加え、時期の前後する装飾古墳

が並存することや壁画に用いられる技法の特異性などを理由に、平

成５年に国史跡として指定されている。現在日田市では古墳の恒久

的保存を目的とした保存整備事業に取り組んでおり、平成16年度

から基本計画策定のための基礎資料を得るために発掘調査を継続し

て実施している。

今回の調査では、２号墳の墳丘規模・構造の把握を目的に墳丘

上に第６～９の４本のトレンチを設定した。比較的墳丘の残りが良

い第６・７・９トレンチでは古墳全周を廻ると思われる列石が２列

確認されている。内側の列石は上部が滅失している可能性が高いが、

50～60cm程が残存しており、自然塊石のほか切石を用いて表面を

揃え、石垣状に積まれている。玄室の中央から径約14ⅿの円を描く。

また、第６トレンチでは列石の裾部に拳大の礫を敷き詰めたような

状況が見られたが、他のトレンチで同様の礫群は検出されていない

ため、その詳細は不明である。外側の列石は、墳丘が削平を受けて

いる影響で残存状況は良くないが、第７・９トレンチで確認されて

いる。玄室中央から径約18ⅿの円を描くと推定される。

また、第７・８・９トレンチでは地山への溝状の掘り込みが確

認された。特に第８トレンチでは地山を削り込んで石（列石？）を

据えた状況が確認されており、土層の堆積状況からこの部分が墳端

にあたると考えられる。

 以上の成果を元に、墳丘は22～23ⅿ程度の円墳であると推定さ

れる。同時に、列石の廻り方や墓道部分への接続状況などの新たな

課題も生まれており、それらの解明を目的として今後の調査手法を

検討する必要がある。                （矢羽田）

第６トレンチ（北西から） 第７トレンチ（北東から） 第８トレンチ（南東から） 第９トレンチ（北から）

第６トレンチ列石（北西から）

調査区近景（北から）

遺跡位置図（1/5,000）
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 遺跡は、大山川左岸の標高130ⅿ前後の微高地上に位置している。

 調査の結果、140軒ほどの竪穴住居跡や複数の掘立柱建物跡、そ

の他多くの土坑やピット、遺物包含層が確認されるとともに、調査

区の南西側にはそれら竪穴住居跡等を取り囲むかのような大きい溝

（環濠か）が認められた。

 調査では、当初6400m2の調査区全面を完掘対象として調査を進

めていたが、工事との関係上、調査範囲の３分の２程度が埋土保存

出来ることとなったため、その範囲については遺構の検出と一部確

認のための掘り下げのみを行うこととし、残りの３分の１程度を完

掘することとした。

 遺構としては、完掘したものからみてみると、竪穴住居跡は、古

代が３軒・弥生時代後期が２軒・縄文時代後期が１軒である。掘立

柱建物跡は古代以降とみられる。溝については、確認トレンチを入

れたところ、弥生時代以降の遺物が出土しているが、正確な時期判

断は整理後としたい。また、埋土保存範囲の竪穴住居群の時期につ

いては、その表面から取り上げた遺物等から弥生時代後期から古墳

時代初頭の時期が当てられそうである。遺物包含層については調査

範囲内において大きく２ヵ所に分けることが出来る。１ヵ所からは

縄文時代早・前期の遺物が、もう１ヵ所からは縄文時代晩期以降の

遺物が検出されたが、ともに明確な集中部等は認められなかった。

 今回の調査で特に注目されるのは、弥生時代後期から古墳時代初

頭とみられる竪穴住居跡が130軒以上確認されたことであろう。そ

れらは前述のように大きな溝に囲まれているかのようにも看取さ

れ、環濠集落の様相を呈しており、今後当該地域、延いては北部九

州の古代社会を語る上で欠かせなくなるものとみられる。

 また、１軒確認された縄文時代後期の竪穴住居跡は、一部を後世

に欠かれているものの、非常に残りが良く立派なものであった。平

面プランは１辺５ⅿ前後の正方形を呈していたものと想定され、そ

の深さは残りの良い部分で70cm近くある。主柱穴は４本で、床面

中央には底石を持つ花弁状の石組炉を配していた。出土土器の主体

をなすのは、いわゆる「御手洗Ａ式土器」であり、それらに後期中

葉の磨消縄文土器が伴う。石器の中で注目されるのは50点以上出

土した石錘である。石錘は１点の切目石錘以外は、すべて打欠石錘

である。当該期の良好な資料は、筑後川流域においては少ないため、

今後基準資料となるものとみられる。          （今田）

調査区遠景

遺跡位置図（1/5,000）

２. 中
な か が わ ら

川原遺跡２次 －県営中山間地域総合整備事業大山地区に伴う発掘調査－

竪穴住居群全景

縄文時代後期の竪穴住居

磨消縄文土器 石錘
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遺跡は、求来里川流域の沖積面に位置している。調査区は、求来

里川左岸に位置する方をＡ区、右岸に位置する方をＢ区とした。

Ａ区においては、その周囲で行われた試掘調査や本調査の事象を

もとに約1,800m2を調査対象としていた。しかし、表土除去作業を

開始してみると、当初の想定に反して遺構検出面までの深さが１ⅿ

以上と深く、工事による影響が無いことが判明した。このことから

事業者と協議をし、表土除去作業を中断し、深さ等確認のためのト

レンチを入れ、工法上影響がないため調査を終了した。

Ｂ区は、当初調査面積約1,200m2の予定であった。しかし、調査

開始後に２度の工法変更が計られ、その都度協議をした結果、最終

的には約7,700m2となった。調査は次年度継続ではあるが、現状で

は縄文時代前期の良好な遺物包含層や古墳時代後期～終末期の竪穴

住居跡、中世～近世のものとみられる墓坑、その他複数の掘立柱建

物跡や遺構は伴わないが縄文時代晩期～弥生時代前期の土器などが

認められている。

求来里川流域では今までの調査で旧石器時代から近世にかけての

多くの遺構や遺物が確認されている。次年度終了するこの名里遺跡

の調査成果を含めて、求来里川流域のより詳細な新たな歴史がみえ

てこよう。                      （今田）

調査風景

遺跡位置図（1/8,000）

３. 名
な

里
ざと

遺跡 －県営圃場整備事業求来里地区に伴う発掘調査－

 遺跡は日田盆地のほぼ中央、現在市街地となっている標高約87

ⅿの沖積地に位置し、西方約150ⅿには国指定史跡咸宜園跡が、ま

た調査区の北側には重要伝統的建造物群に選定されている豆田地区

が広がり、花月川を挟んで永山布政所跡に至る。

 調査区内には数年前まで鉄筋校舎が建っていたが、その基礎工

事などによる破壊を免れて、調査では現地表下約90cmの深さで溝・

土坑などが検出され、古墳時代後期の須恵器・土師器や中世の土師

質土器皿などが出土している。

 調査区周辺ではこれまでに咸宜園跡の下層などで古代～中世の建

物や溝が確認されているが、今回の調査ではこれをさらに遡る時代

から、このあたりが居住地として選択されていた可能性が高いこと

が明らかとなった。また調査区内では僅かながら弥生土器も出土し

ており、周辺にはさらに古い時代の生活痕跡が残っている可能性を

示唆している。

なお調査途中で公民館の基礎が遺構面を損なわないことが判明

したため、これらの遺構は掘下げを行わず、遺構面の確認と最小限

のトレンチ調査に留めている。             （行時）

調査区全景（北東から）

遺跡位置図（1/5,000）

４. 日
ひ た

田 条
じょう

里
り

千
せんたい

躰地区 －公民館建設に伴う発掘調査－



－７－

 遺跡は日田盆地の東部、会所山丘陵南端と三隈川に挟まれた標高

約90ⅿの沖積地上に所在し、調査区のすぐ西側を三隈川の支流で

ある中野川が北へ流れる。

 調査では、掘立柱建物５棟・流路（溝？）３条・井戸・土坑・柱

穴などが確認された。調査区の西よりを中野川に沿うように流路が

はしり、ほとんどの遺構は流路より東に分布する。遺構からの出土

遺物は、14～15世紀頃の中世のものと18世紀前半の近世のものに

大別できる。中世の遺物は多量の土師質土器坏・皿のほか、青磁・

擂鉢・風炉・瓦などが出土しており、ある程度身分の高い人物の館

や寺院が存在した可能性を窺わせる。近世の遺物は石臼・染付碗な

どがあり、朝妻焼や渦福銘の古伊万里などが見られる。

 今回調査区の南150ⅿ程には昨年度調査が行われた１次調査区が

存在する。１次調査では土坑・柱穴等の遺構とそれに伴う14～15

世紀の遺物が確認されており、今回の調査で確認された集落と併せ

て、中野川右岸一帯に中世期の集落が営まれていた状況が窺える。

また、周辺は11世紀以降に開発された竹田別符の推定地にあたり、

本遺跡との関係が指摘されている。今回の調査成果から、この付近

が別符の中心地であった可能性が考えられ、中世期の日田を考える

上で重要な意味を持つ遺跡であるといえる。      （矢羽田）

流路遺物出土状況

遺跡位置図（1/5,000）

５. 上
かみ

井
い で

手遺跡３次 －幼稚園舎造成に伴う発掘調査－

 遺跡は、日田盆地を流れる花月川と城内川に挟まれた沖積地に位

置する。遺跡の北側に広がる台地上には弥生時代の墳墓や集落が見

つかった吹上遺跡、その南側の崖面には総数100基を超える北友田

横穴墓群・吹上横穴墓群などが所在する。

調査では、60～80cmの厚さで堆積した砂礫層から弥生時代後期

～中世にわたる遺物包含層が確認された。また、調査区の北西隅よ

り、カマドを持った竪穴住居が１軒確認され、出土遺物から７世紀

前半と考えられる。

今回確認された包含層は、川の氾濫によって形成されたと考え

られ、長期間にわたって花月川や城内川が氾濫を繰り返し、それ

とともに調査区周辺に当該期の集落が存在していたことが想定され

る。周辺の状況をみてみると、本調査区の北東側約150ⅿで行われ

た本遺跡の１次調査では弥生時代の包含層と古墳時代～中世の溝が

確認されている。一方、１次調査区西側から今回の調査区北西側で

の試掘調査では、遺構は確認されていない。さらに土層は北西から

南東に向かって傾斜して堆積しており、竪穴住居が確認された部分

が最も高い位置にあることが判明した。以上のことから、本調査区

から１次調査区にかけてが、地形が北側に落ち込む境界にあたる部

分であったと考えられる。               （若杉）

竪穴住居発掘状況（南から）

遺跡位置図（1/5,000）

５. 郷
ごう

四
し

郎
ろう

遺跡２次 －店舗建設に伴う発掘調査－
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 遺跡は日田盆地東部、標高約87ⅿの沖積地に位置し、中世の日

田を支配した大蔵一族の居城といわれる慈眼山を北に望む。

 調査区からは溝２条、土坑４基、柱穴と整地層が確認された。土

坑のうち１基は直径約1.2ⅿ、深さ約1.5ⅿの穴の内部に人頭大の川

原石が多数見られたことから、石組み井戸の可能性がある。柱穴は

調査区全体にわたり多数検出され、中には漆塗りの椀や柱木の残っ

ているものもあった。またこれらの遺構内からは土師質土器のほか

に青磁碗、渡来銭（「太平通寶」）、丸瓦などが出土しており、一般

の集落とは異なる様相を見せる。これらの遺構の上に形成された整

地層中にも多数の土師質土器が含まれ、焼土塊も混入していること

から、火災などにより造成が繰り返されたことが想像される。

 今回の調査区は宅地造成などの開発が近年増加している地域で、

過去の調査（上ノ馬場遺跡・慈眼山瀬戸口遺跡）においても今回と

同様の調査内容が報告されており、慈眼山の麓に形成された大蔵一

族の屋敷地が大規模に広がっていたことが追認されたといえる。た

だしこれらの集落と整地層の時期はおおよそ15～16世紀、すなわ

ち大蔵姓日田氏から大友姓日田氏へと支配勢力が転換する時期にあ

たるが、今回の調査区からは13世紀代の遺物も少数ながら出土し

ており、これまでの調査成果を遡る時期の遺構が周辺に存在する可

能性を窺わせる。                   （行時） 遺構検出状況（東から）

遺跡位置図（1/5,000）

７. 上
かみ

ノ馬
ば ば

場遺跡２次 －宅地造成に伴う発掘調査－

 遺跡は日田盆地のほぼ中央、北に流れる花月川と南の城内川とに

挟まれた標高約83ⅿの微高地上に位置する。

 調査では竪穴状遺構９基、溝２条、土坑、柱穴などが確認された。

これらの遺構は出土遺物から５世紀前半～６世紀前半に該当すると

考えられる。近接する１次調査区でも６世紀代の遺構が確認されて

おり、対象地一帯での古墳期の集落の広がりが確認された。

このうち、特に注目されるのが、竪穴状遺構から土師器類と共

に出土した鉄 の存在である。脚部を打ち欠いた高坏類と共に出土

していることから祭祀行為に伴うものと思われ、市内では荻鶴遺跡

に次ぐ２例目の出土である。削平が著しいことから詳細不明である

ものの、調査区内に焼土が広がる箇所が見られることなどから、こ

の一帯に鍛治関係施設が存在していた可能性が考えられる。市内へ

の鉄生産技術の流入を示す貴重な発見と言えよう。

 また、古墳期の遺構検出面の下層には、旧河川の氾濫に伴う２

次堆積層と想定される弥生期の遺物包含層が確認された。近接する

１次調査区では弥生後期の遺構が発見されていることから、本調査

区一帯は弥生期には、河川の氾濫を繰り返し受ける不安定な土地で

あったことが窺える。                 （渡邉）

調査区全景

遺跡位置図（1/5,000）

８. 一
いっちょう

丁田
だ

遺跡２次 －老人施設建設に伴う発掘調査－



－９－

番号 遺 跡 名 事業主体 事業目的 調査場所 開発面積 調査面積 調査期間 調査区分 遺跡の時代 検出遺構 出土遺物 処置 詳細地図番号

9 牧原遺跡 民間 分譲住宅建設 日高字牧原2721-1ほか 28,004 87 0417～0420 試 掘 なし 土坑 石器・磁器 工事実施 小ヶ瀬2

10 元宮遺跡 民間 老人施設建設 求来里字堂園606-1ほか 1,092 20 0427 試 掘 なし 溝 なし 工事実施 古金23

11 郷四郎遺跡 民間 店舗建設 十二町字堀336 1,050 20 0509 試 掘 古代 包含層 土師器・須恵器 発掘調査 玉川73

12 慈眼山瀬戸口遺跡 民間 分譲住宅建設 上城内町1023-1 991 13 0522 試 掘 中世 溝・土坑・柱穴 土師器・瓦・青磁 発掘調査 上手66、田島80

13 女子畑釣曽根地区 公共 水道施設建設 天瀬町女子畑字釣曽根1449 200 8 0607 試 掘 なし なし なし 工事実施 森林基本205-7

14 郷四郎遺跡 民間 病院建設 十二町字郷四郎474 295 10 0621 試 掘 なし なし なし 工事実施 玉川76

15 一丁田遺跡 民間 老人施設建設 港町436-1ほか 1,970 32.5 0628 試 掘 弥生～古墳 住居跡・溝 土師器・須恵器 発掘調査 田島81

16 郷四郎遺跡 民間 マンション建設 十二町字堀313-2ほか 535 15 0629 試 掘 なし なし なし 工事実施 玉川78

17 柳ノ本遺跡 民間 社屋建設 若宮町425 2,083 8 0712～0713 試 掘 なし なし なし 工事実施 竹田43

18 峯崎遺跡 民間 賃貸住宅建設 西有田字山ノ下1080-1 864 10 0801 試 掘 なし なし なし 工事実施 三和48

19 着来遺跡隣接地 民間 資材置場建設 求来里字着来851-1ほか 1,785 15 0904～0907 試 掘 古墳～中世 包含層 土師器・須恵器・青磁 工事実施 古金26

20 月隈横穴群 公共 特殊地下壕閉鎖 丸山2丁目2-1 - - 0906 立 会 なし なし なし 工事実施 上手76

21 一丁田遺跡 民間 倉庫建設 丸の内町582-2 99 15 0927 試 掘 なし なし なし 工事実施 田島84

22 徳瀬遺跡隣接地 民間 共同住宅建設 庄手字徳瀬903-1ほか 2,200 15 1018 試 掘 なし なし なし 工事実施 玉川75

23 殿村遺跡隣接 公共 農地環境整備 小野字下森3019-1ほか 125,512 521 1115～1121 試 掘 中世 柱穴 土師器・陶磁器 工事実施 森林基本31-6-2

24 鍛冶屋廻り遺跡 公共 市道建設 小迫字小迫339 1,000 6 1116 試 掘 中世～近世 溝・土坑・柱穴 土師器・青磁・染付 要協議 小迫68

25 用松原遺跡 民間 携帯電話基地局建設 三和字塚畑1739-3 200 200 1117 試 掘 なし なし なし 工事実施 三和50

26 朝日ヶ丘遺跡 民間 個人住宅 二串字カナ松76-2 696 10 1121 試 掘 なし なし なし 工事実施 小迫67

27 葛原遺跡・柴尾遺跡 公共 用地造成 西有田1800-1ほか 376,000 606 1121～1215 試 掘 縄文・古墳 土坑・柱穴 土師器・須恵器・石鏃 要協議 花月13、西有田9

28 西遺跡隣接 公共 校舎新増改築 天瀬町塚田169 1,150 43 1125 試 掘 なし なし なし 工事実施 森林基本269-1

29 上井手遺跡 民間 アパート建設 日高字塚原1036-1 1,264 20 1130 試 掘 なし なし なし 工事実施 竹田47

30 日高遺跡 民間 分譲住宅建設 日高字東寺417-1 2,221 20 1204～1205 試 掘 なし なし なし 工事実施 竹田48、古金27

31 徳瀬遺跡 民間 個人住宅 友田212-2 50 9 1212 試 掘 古墳～古代 住居跡 土師器 工事実施 玉川82

32 日田条里石ヶ坪 民間 アパート建設 三和字石ヶ坪2781-1ほか 786 12 1219 試 掘 なし なし なし 工事実施 花月9・10

33 日田条里一本木 民間 店舗建設 十二町字一本木697-2ほか 5,445 35 0115 試 掘 なし なし なし 工事実施 玉川84

34 永山布政所跡 民間 個人住宅 丸山1丁目15-3 514 44 0116～0120 試 掘 近世 溝・土坑 陶磁器 工事実施 上手71

35 ハル遺跡 民間 工場建設 羽田字和田12-1 1,000 18 0302 試 掘 なし なし なし 工事実施 -

36 水上遺跡隣接 公共 農地環境整備 花月字宮ノ迫4245ほか 27,627 222 0313～0320 試 掘 なし なし 陶磁器 工事実施 森林基本157-15、森林基本31-10-4

受付月日 事業主体 事業目的 開発場所 開発面積 詳細地図番号 備考

0403 民間 個人住宅 大字有田字尾其1169-1ほか 499 有田35

0419 民間 墓地造成 大字求来里字石原806-1 209 古金24

0421 民間 分譲住宅建設 大字庄手字中釣426-1 1,192 玉川72

0508 民間 土地売買 石井2丁目1288-29 420 石井21

0523 民間 個人住宅 吹上町1219-9 221 小迫65

0601 民間 宅地造成 大字渡里字水町1481-1ほか 2,151 玉川74

0613 民間 資材置場 大字庄手字宮ノ向843-1 1,565 北友田29、玉川77

0614 民間 資材置場 大字三和字長迫744-1 1,005 三和45

0615 民間 鉄塔建設 大字高瀬字深野853-2 245 高瀬17

0615 民間 分譲住宅建設 日高字平松735-1ほか 2,842 竹田44、古金25 要予備調査

0616 民間 貸店舗建設 港町419 122 田島82

0626 民間 分譲住宅建設 城町2丁目931-1 508 上手67

0628 民間 個人住宅 丸山町17-15 348 上手68

0711 民間 アパート建設 大字三和字住吉ノ後762-1 1,531 三和47

0713 民間 個人住宅 大山町東大山字尾釣1905-2ほか 335 森林基本222-4

0804 民間 アパート建設 大字渡里字郷ノ坪1032-1 1,674 小迫66

0818 民間 携帯基地局建設 大字川下字カバ709 4 森林基本189-23

0818 民間 携帯基地局建設 大字大肥字瓦田2904-2 4 森林基本173-8

0822 民間 無線基地局建設 天瀬町本城字エバ1955-1 463 森林基本247-1

0829 民間 資材置場 大字三和字谷の久保1967-1ほか 2,105 竜体山2

0829 民間 店舗建設 豆田町126-1 73 田島83

0912 民間 工場建設 大字石井字逆渦785-2ほか 1,989 北友田30

0926 民間 駐車場造成 大字三和字壱町田651-1 1,295 三和49

1006 民間 残土処理場造成 大字日高字牧原2745-1ほか 3,058 小ヶ瀬3

1006 民間 携帯基地局建設 大字庄手字笠田304-1 4 玉川79

1020 民間 携帯基地局建設 大字十二町字水町670-10 1 玉川80

1020 民間 携帯基地局建設 大字高瀬字陣ヶ原1997 1 上野21

1020 民間 携帯基地局建設 大字竹田字高畑309-8 1 竹田45

1020 民間 携帯基地局建設 丸山1丁目116-1 1 上手69

1020 民間 携帯基地局建設 中城町215-5 1 田島85

1020 民間 携帯基地局建設 三芳小渕町96-1 1 竹田46

1020 民間 携帯基地局建設 川下字居屋敷271 1 川下8

1020 民間 携帯基地局建設 大字西有田字大行事1220 1 有田36

1026 公共 簡易水道施設 大字友田字西野2802-2ほか 400 北友田31

1027 民間 個人住宅 天瀬町五馬市字穴田平1770-22 266 森林基本246-2

1106 民間 個人住宅 淡窓2丁目771-1 375 玉川81

1110 民間 工場建設 大字三和字貞清ノ上1269 3,878 三和33

1114 民間 商用地造成 大山町東大山字折戸289-3ほか 2,059 森林基本205-8

1120 民間 マンション建設 中央1丁目412 1,041 田島86

1121 公共 電線埋設 豆田町95-1ほか 385 上手74、田島91

1127 民間 携帯基地局建設 天瀬町馬原字椚山2041-3 4 森林基本205-9

1213 民間 個人住宅 大字大肥字山口2838-1 888 森林基本173-19

1214 民間 携帯基地局建設 大字三和字川原田100-3 1 三和51

1214 民間 携帯基地局建設 中本町742-1 1 田島87

1214 民間 携帯基地局建設 大字石井字榎町567-1 1 石井22

1220 民間 駐車場造成 大字小野字平石47-1ほか 花月11

1220 民間 資材置場 丸山2丁目1141-1 1,351 上手70

1225 民間 分譲住宅建設 大字庄手字松山388-6ほか 863 玉川83

0111 民間 鉄塔建設 大字小野字東星田3226-1ほか 300 -

0111 民間 鉄塔建設 元町129ほか 田島88

0116 民間 個人住宅 大字十二町字小北370-1 207 玉川85

0118 民間 病院建設 大字十二町字郷四郎476-1 977 玉川86

0122 民間 アパート建設 大字三和字石ヶ坪2775-1ほか 1,333 花月12

0122 民間 アパート建設 大字三和字五反田667ほか 1,585 三和52

0125 民間 壁工事 豆田町126-1 田島89

0129 民間 自治会集会所建設 天瀬町馬原5359-1 200 森林基本206-2 要予備調査、次年度以降協議

0307 民間 分譲住宅建設 大字日高字砂田970-1 1,051 竹田49

0309 民間 浴場建設 大山町西大山字上袋4602-4ほか 2,900 森林基本245-1

0312 民間 携帯基地局建設 大字田島字倉ヶ迫743-3 4 田島90

0326 民間 個人住宅 丸の内町692-6 330 上手72

0326 民間 携帯基地局建設 天瀬町桜竹534-7 4 森林基本223-3

0330 民間 保育園増改築 城町2丁目1-51 1,007 上手73

公共 特殊地下壕閉鎖 三池町906 - 池辺44

公共 特殊地下壕閉鎖 三池町851 - 池辺45

公共 特殊地下壕閉鎖 上城内町1334-1 - 田島92

公共 特殊地下壕閉鎖 城内新町1601-1 - 池辺46

公共 特殊地下壕閉鎖 大字求来里176-1 - 田島93

公共 特殊地下壕閉鎖 刃連町762-3 - 竹田50

公共 特殊地下壕閉鎖 清水町620 - 三和54

公共 特殊地下壕閉鎖 水目町313-6 - 上手75

公共 特殊地下壕閉鎖 清水町864-2 - 三和55

公共 特殊地下壕閉鎖 城町2丁目618 - 上手77

表３ 試掘・立会調査一覧表

表４ 書類審査のみの照会一覧表
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Ⅱ 平成18年度の埋蔵文化財普及・啓発事業

１）埋蔵文化財センター運営事業

 平成15年度より５年間を区切りに、埋蔵文化財センターの運営事業を行っており、今年度はその４年目として

発掘調査速報展及び市民を対象とした講演会や考古学講座を開催し、各種の普及活動にも力を入れた。

１．平成17年度発掘調査速報展（５月12日～６月23日）

 平成17年度に市内で実施した発掘調査の成果をいち早く公開するために

遺物・写真パネルの展示を行った。市内外から394人の来館者があった。

月 総見学者数 団体 個人 備考

４ 月 1 0 1

５ 月 277 116 161 速報展（５/12～６/23）

見学者数394名６ 月 117 62 55

７ 月 10 0 10

８ 月 16 0 16

９ 月 36 29 7

10月 48 11 37

11月 45 29 16

12月 17 0 17

１ 月 0 0 0

２ 月 5 0 5

３ 月 7 0 7

計 579 247 332
【主な来訪団体】市立咸宜小学校（106名：センター見学）、市立柚木小学校（８名：センター見学）、市立桂林小学校（62
名：センター見学）、市立羽田小学校（４名：センター見学）、市立台小学校（６名：センター見学）耶馬溪アカデミ
アの会（29名：センター見学）、吹上町老人クラブ（16名：センター見学）、東アジアの古代文化を考える会（29名：
センター見学）、大分県高等学校教育研究会地歴・公民部会（15名：センター見学）

埋蔵文化財センター見学者数

２．考古学講座「タイムトリップひたvol.４」

 市民を対象に、「考古学」や「埋蔵文化財」を通して地域の歴史に対する関心を深めてもらうために市内外から

講師を招き、９回の講座を実施した。

３．埋蔵文化財センター運営事業講演会「生きている博物館への案内」（６月３日）

 九州国立博物館の夏期特別展に市内吹上遺跡出土品が展示されることを受け、九

州国立博物館文化財課研究員の市元塁氏を講師に招き、九州国立博物館が目指す展

示の在り方やその楽しみ方などについての講演会を開催した。市内を中心に128人

の参加を得た。

月日 回数 内容 講師 受講人数

0614 第１講 吉野ケ里遺跡にみる弥生の生活文化
佐賀県教育委員会職員
七田忠昭氏

39

0628 第２講 日本海岸の弥生文化と南の貝のものがたり
九州国立博物館職員
河野一隆氏

39

0712 第３講 奴国と須玖岡本遺跡
春日市教育委員会職員
丸山康晴氏

33

0726 第４講 吹上遺跡と日田盆地の弥生社会 渡邉隆行 39

0806 第５講 九州国立博物館見学バスツアー 文化財保護課職員 34

0809 第６講
弥生時代の文化交流
-貝の道-

熊本大学文学部教授
木下尚子氏

33

0823 第７講
安国寺集落遺跡の整備と活用
-弥生時代の生活再現-

元国東町教育委員会
金田信子氏

29

0913 第８講
大分の話題の遺跡展望
-中世城下町大友館跡から-

大分県教育委員会職員
後藤晃一氏

36

0924 第９講 日田市内の古墳見学会 文化財保護課職員 33

※申し込み人数51人

常設展風景

速報展見学風景

考古学講座講義風景

講演会風景



２）埋蔵文化財の普及・啓発活動

 発掘調査の成果を広く一般市民に公開するため、現地説明会や講師の派

遣、バスツアー、調査報告書の作成を行った。

１．上井手遺跡３次現地説明会

 発掘調査現場に隣接する三芳小学校からの要望を受け、平成18年７月

３日に６年生向け現地説明会を実施した。

２．講師派遣・講師依頼

 講師の依頼件数は考古学講座に伴う依頼は６件、派遣は18件であった。
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４．考古体験・体験教室・出張展示

 楽しみながら先人の知恵や技に触れ、埋蔵文化財についての理解を深めてもらうための機会を提供する目的から、

「火熾し体験・発掘体験・整理作業体験・展示見学・考古の話」などの体験メニューを各団体からの申込みにより

実施した。また、三芳ふるさと祭りや塚田・上宮のホタルまつり、小迫辻原遺跡研究会の模型完成発表に併せて発

掘調査成果の出張展示を実施した。

月日 団体名 内容 場所 参加人数

0420
～0428

小迫辻原遺跡研究会 出張展示 市役所1Fロビー

0525 咸宜小学校 展示見学、火熾し体験、考古の話 埋蔵文化財センター 106

0525 柚木小学校 展示見学、火熾し体験 埋蔵文化財センター 8

0603
～0604

塚田ホタルまつり実行委員会 出張展示、火熾し体験 塚田旧会館 200

0608 桂林小学校 展示見学、考古の話 埋蔵文化財センター 62

0610 上宮ホタルまつり実行委員会 出張展示、火熾し体験 若宮八幡宮 90

0615 羽田小学校 展示見学、考古の話 埋蔵文化財センター 4

0622 中津江小学校 火熾し体験、考古の話 中津江小学校 17

0822 大鶴公民館 火熾し体験、考古の話 大鶴公民館 9

1002 台小学校 展示見学 埋蔵文化財センター 6

1015 光岡小学校 火熾し体験、考古の話 光岡小学校 19

1119 三芳地区振興協議会 出張展示 三芳小学校 336

0120 西有田公民館 火熾し体験、考古の話 西有田公民館 15

出張展示（三芳ふれあい祭り） 出張展示（上宮ホタルまつり） 火熾し体験（中津江小学校）

児童向け現地説明会風景

月日 区分 派遣・依頼先 内容 講師

0422 派遣 小迫辻原遺跡研究会 三隈川河川環境整備完成記念イベント 行時・矢羽田・中村

0512 依頼 小迫辻原遺跡研究会
埋蔵文化財発掘調査速報展オープニング

『模型造りの魅力』
小迫辻原遺跡研究会
田中賢之氏

0603 依頼 九州国立博物館
埋蔵文化財センター運営事業講演会

『生きている博物館への案内』
九州国立博物館職員
市元塁氏

0603
～0604

派遣 塚田ホタルまつり実行委員会 五馬の遺跡展ほか 伊藤・今田・行時・若杉

0608 派遣
小松軒デイサービスセンター
ゆあ～じゅ

ふれあい宅配講座『日田の遺跡について』 行時・矢羽田

0610 派遣 上宮ホタルまつり実行委員会 大鶴の遺跡小展示ほか 渡邉・矢羽田・中村

0614 依頼 佐賀県教育庁文化課
考古学講座第１講

『吉野ヶ里遺跡にみる弥生の生活文化』
佐賀県教育委員会職員
七田忠昭氏

0622 派遣 中津江小学校 総合的な学習 高倉・中村
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月日 区分 派遣・依頼先 内容 講師

0628 依頼 九州国立博物館
考古学講座第２講

『日本海岸の弥生文化と南の貝のものがたり』
九州国立博物館職員
河野一隆氏

0703 派遣 三芳小学校 上井手遺跡三芳小学校児童向け現地説明会 渡邉・矢羽田・中村

0712 依頼 春日市教育委員会 考古学講座第３講 『奴国と須玖岡本遺跡』
春日市教育委員会職員
丸山康晴氏

0719 派遣 中央発条工業労働組合 日田の遺跡について 若杉

0809 依頼 熊本大学 考古学講座第６講 『弥生時代の文化交流-貝の道-』 熊本大学教授 木下尚子氏

0822 派遣 大鶴公民館 大鶴チャレンジ教室 高倉・田中・中村

0823 依頼 個人
考古学講座第７講

『安国寺集落遺跡の整備と活用-弥生時代の生活再現-』
金田信子氏

0913 依頼
大分県教育庁
埋蔵文化財センター

考古学講座第８講
『大分の話題の遺跡展望-中世城下町大友館跡から-』

大分県教育委員会職員
後藤晃一氏

1015 派遣 光岡小学校 光岡ふれあい祭り
伊藤・行時・若杉・渡邉・
矢羽田・中村

1026 派遣 久津媛と日田の古代を語る会 日田の遺跡について 中村

1112 派遣 光岡公民館 日田市の文化財と古墳めぐり 中村

1116
～1117

派遣 東アジアの古代を考える会 古墳見学等 田中・中村

1119 派遣 三芳地区振興協議会 三芳ふるさと祭り
田中・伊藤・今田・行時・若杉・
渡邉・矢羽田・中村

1121 派遣 東峰村教育委員会 東峰村大字福井小松横穴の調査について 今田・行時・若杉・矢羽田

1226 派遣 小鹿田古陶館 小鹿田焼き甕に残る銘の拓本 渡邉

0120 派遣 西有田公民館 わんぱく教室 高倉・中村

0309 派遣 朝日公民館 朝日地区の歴史 中村

３． 九州国立博物館バスツアー

 日田市ダンワラ古墳出土と云われる国指定重要有形文化財金銀錯嵌珠龍文

鉄鏡及び日田市刃連町出土と云われる金錯鉄帯鉤が東京国立博物館から九州

国立博物館へ移され、期間限定で展示されることを受け、市民を対象とした

見学バスツアーを実施した。

４．刊行物

 埋蔵文化財にかかわる刊行物の今年度の発行件数は年報１件、調査報告書９件であった。

書名 巻次 体裁 総頁 内容

1
平成17年度（2005年度）
日田市埋蔵文化財年報

- A4 23
平成17年度に日田市教育委員会が行った埋蔵文化財調査事業、埋蔵文
化財保護事業、埋蔵文化財普及及び啓発事業などを所収。

2 長者原遺跡 73 A4 14 鉄塔建設に伴う埋蔵文化財調査の成果。古墳時代の土坑・溝を所収。

3 大波羅遺跡４次 74 A4 12
宅地分譲地造成に伴う埋蔵文化財調査の成果。弥生時代の流路、古代 
～中世の掘立柱建物・溝・土坑等を所収。

4 慈眼山遺跡 75 A4 26
宅地分譲地造成に伴う埋蔵文化財調査の成果。中世の整地層とその上
に形成された掘立柱建物・溝・土坑等を所収。

5 上井手遺跡 76 A4 17 宅地分譲地造成に伴う埋蔵文化財調査の成果。中世の溝・土坑等を所収。

6 求来里平島遺跡Ⅱ 77 A4 63
市道建設に伴う埋蔵文化財調査の成果。古墳時代～中世の竪穴住居・
掘立柱建物・竪穴遺構・溝・土坑等を所収。

7 長者原遺跡Ⅱ 78 A4 68
個人住宅建設に伴う埋蔵文化財調査の成果。縄文時代の集石・包含層、
弥生時代の溝、古墳時代の石棺墓・石棺系竪穴式石室を所収。

8 葛原遺跡Ⅲ 79 A4 47

市道建設（F区）、簡易水道施設建設（H区）、企業用地造成（I区）に
伴う埋蔵文化財調査の成果。弥生時代の土坑・ピット（F区）、縄文～
弥生時代の竪穴住居・掘立柱建物・土坑・溝（H区）、旧石器時代遺物、
縄文時代の竪穴遺構・土坑（I区）を所収。

9 瀧ヶ本遺跡 80 A4 11
宅地分譲地造成工事に伴う埋蔵文化財調査の成果。縄文～古墳時代の
包含層等を所収。

10 祇園原遺跡Ⅱ 81 A4 56
ウッドコンビナート建設に伴う埋蔵文化財調査の成果。弥生時代の竪
穴住居・掘立柱建物・小児用甕棺・土坑、古墳時代の竪穴住居等を所収。

月日 1月12日 1月13日 1月14日 1月27日 1月28日 合計

参加人数 51 57 26 26 26 186

九州国立博物館バスツアー風景
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３）その他

 今年度、埋蔵文化財関連資料の貸し出しは13件、掲載依頼１件であった。

受付月日 区分 資料名 借用・貸出先 目的

0405 貸出 小迫辻原遺跡模型・吹上遺跡模型・パネル類 小迫辻原遺跡研究会 展示

0424 貸出 吹上遺跡出土銅戈 島根県立古代出雲歴史博物館 レプリカ作成・展示

0427 貸出 朝日天神山古墳群出土大型平底壺写真 有限会社鉱脈社 書籍掲載

0515 貸出 五馬地区出土遺物・火熾し道具 塚田ホタルまつり実行委員会 展示・体験学習

0515 貸出 大鶴地区出土遺物・火熾し道具 上宮ホタルまつり実行委員会 展示・体験学習

0531 貸出 火熾し道具 個人 体験学習

0614 貸出 吹上遺跡４・５号甕棺出土遺物 九州国立博物館 展示

0710 貸出 小迫辻原遺跡写真 株式会社郷土出版社 書籍掲載

0822 貸出 薬師堂山古墳出土円筒埴輪 杵築市教育委員会 展示

1006 貸出 吹上遺跡・祇園原遺跡写真
別府大学文学部文化財学科教授
下村 智 氏

書籍掲載

1006 貸出 高瀬Ⅲ遺跡出土石器・西遺跡表採石器 熊本県教育庁文化課 岡本 真也 氏 個人研究

1120 貸出
平成17年度刊行分日田市埋蔵文化財
発掘調査報告書CD-ROM

個人 インターネット掲載

0330 貸出 葛原遺跡写真 三和酒類株式会社日田蒸留所 展示用パネル作成

受付月日 区分 資料名 借用・貸出先 目的

0125 依頼 吹上遺跡出土遺物写真 大分県教育庁埋蔵文化財センター 書籍掲載

受付月日 区分 資料名 数量 寄託・寄贈者 備考

0907 寄贈 須恵器平瓶 1 個人

0327 寄贈 弥生土器甕ほか 25 個人 考古資料９点、文献等16点

１．資料借用・貸出

２．掲載依頼

３．資料寄託・寄贈

４．資料閲覧

期間 資料名 内容 申請者 目的

0604
宇土遺跡・大坪遺跡・西遺跡・
高瀬Ⅲ遺跡出土石器

実測・計測・写真・メモ
大分市教育委員会文化課 宮田剛氏

学術研究
別府大学大学院 越知睦和氏

0810 中尾原遺跡・平島横穴墓群出土玉類 実測・熟覧 熊本大学文学部教授 木下尚子氏 学術研究

0814 
～0815

亀石山遺跡出土石器接合資料 実見・メモ・写真撮影
熊本大学文学部考古学研究室
芝康次郎氏

学術研究

0819 
～0820

平草遺跡出土縄文土器ほか 実測・計測・メモ・写真撮影
奈良大学文学部文化財学科
有馬絢子氏

論文作成

0829 大坪遺跡出土石器ほか 実見・メモ・写真撮影
東京大学大学院新領域創成科学研究科
森先一貴氏

学術研究

0913
大肥中村遺跡・上野遺跡・宇土
遺跡・五馬大坪遺跡出土土器

実測・観察・写真撮影
九州大学大学院比較社会文化学府基
層構造講座 石田智子氏

論文作成

0917 高瀬Ⅲ遺跡出土石器ほか 実見・メモ・写真撮影 熊本県教育庁文化課 岡本真也氏 学術研究

1017 朝日宮ノ原遺跡出土水晶製数珠 観察・メモ・写真撮影
福岡大学人文学部歴史学科
山崎つかさ氏

論文作成

1017 吹上遺跡出土ゴホウラ製貝輪 実見・メモ・写真撮影
福岡大学大学院人文科学研究科
川口陽子氏

論文作成

1205 吹上遺跡出土鉄剣 熟覧・写真撮影
熊本大学文学部考古学研究室
荒田敬介氏

論文作成

1215 荻鶴遺跡出土製鉄関係資料ほか 実見・メモ・写真撮影
佐賀県教育庁文化課 川副麻理子氏

類似遺跡調査の参考
佐賀県教育庁文化課 丹羽崇史氏

1216 亀石山遺跡出土石器 実見・メモ・写真撮影
別府大学文学部文化財学科非常勤講師
清水宗昭氏

学術研究

0208 小迫辻原遺跡・吹上遺跡出土資料 熟覧・メモ・写真撮影 奈良県立橿原考古学研究所 寺沢薫氏 学術研究

0215 古屋敷遺跡出土縄文土器 実見・メモ 別府大学文学部文化財学科 桑村壮雄氏 学術研究

0216 古屋敷遺跡出土縄文土器 実測・実見・メモ・写真撮影 国立歴史民俗博物館研究部 遠部慎氏 学術研究

0219 
～0301

大肥下村遺跡・大肥下河内遺跡
出土縄文土器

実見・メモ 別府大学文学部文化財学科 桑村壮雄氏 学術研究

0302 金田遺跡出土須恵器ほか 実見・観察・実測・写真撮影 愛媛大学法文学部助手 三�秀充氏 学術研究
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Ⅲ 受領図書一覧

青森県

青森県教育委員会／福島城跡１ 第５次調査概要報告書（2006） 間沢遺跡２（2006）

宮城県

㈱創童舎／白い国の詩春号通巻594・597号（2006～2007）

山形県

㈶山形県埋蔵文化財センター／研究紀要第４号（2006） 西山遺跡発掘調査報告書（2006） 泉森南窯跡発掘調査報告書（2005） 小平４遺跡発掘調査報告書（2005）

 堀端遺跡・圸ノ上遺跡発掘調査報告書（2005） 向河原遺跡第５・６次発掘調査報告書（2005） 山形城三の丸跡発掘調査報告書（2005） 山形西高敷地内遺跡第７

次発掘調査報告書（2005） 空沢遺跡発掘調査報告書（2005） 北向遺跡発掘調査報告書（2006）小松原窯跡・長者屋敷遺跡・坂ノ上遺跡発掘調査報告書（2006） 

小反遺跡発掘調査報告書（2006） 上野遺跡発掘調査報告書（2006） 鵜の木館跡発掘調査報告書（2006） 梓山ａ遺跡・梓山ｄ遺跡・町在家館跡発掘調査報告書（2006）

 上野遺跡発掘調査報告書（2006） 大在家遺跡第１次・２次発掘調査報告書（2006） 北向遺跡第２次発掘調査報告書（2006） 蛇崩窯跡発掘調査報告書（2006） 

稲荷山館跡・堤屋敷遺跡発掘調査報告書（2006） 平成16・17年度「年報」（2005～2006）

茨城県

石岡市教育委員会／石岡市内遺跡調査報告書（2006） 筑波大学大学院人間総合科学研究所／ＴＳＵＫＵＢＡ ニュースレター４号（2006）

栃木県

栃木県教育委員会／栃木県埋蔵文化財センターだより「やまかいどう2006．６・10月号」（2006） 研究紀要第14号（2006） 下上遺跡（2006） 高林遺跡Ⅱ（2006）

 金井北遺跡・前原遺跡（2006） 仲内遺跡（2006） 西下谷田遺跡Ⅱ（2006） 栃木県埋蔵文化財保護行政年報28  平成16年度(2004）（2006） 東谷・中島地区遺跡

群７－磯岡北古墳群（2006） 埋蔵文化財センター年報第16号（平成18年度版）（2006）

埼玉県

本庄市教育委員会／金屋下別所遺跡B地点・塩谷平氏ノ宮遺跡・塩谷下大塚遺跡E地点（2006） 長沖古墳群Ⅵ  第32号墳の調査（2006） 旭・小島古墳群  林地区Ⅰ

（2006） 今井原屋敷遺跡  第４地点（2006）

千葉県

国立歴史民俗博物館／新弥生時代のはじまり第１巻  弥生時代の新年代（2006） ニューズレターNo４・５・６ 弥生農耕の起源と東アジア（2006） 国立歴史民俗博物

館研究報告第125～132集（2006）  平成17年度特別展  「縄文ＶＳ弥生」（2005） 東アジア中世海道－海商・港・沈没船－（2005） 国立歴史民俗博物館資料目録［４］

（2005） 国立歴史民俗博物館年報２（2006）

東京都

明治大学博物館事務室／明治大学博物館研究報告第11号（2006） 港区立港郷土資料館／港郷土資料館館報23  平成16年度（2004年度）（2006） 平成18年度特別展 

「UKIYO－Ｅ－名所と版元」（2006） 港区立港郷土資料館  資料館だより第58号（2006） ｢港郷土資料館ヘ行ってみよう」第４号（2006） 港区教育委員会事務局／

港区埋蔵文化財調査年報３  平成16年度の調査地（2006） 豊後岡藩中川家屋敷跡遺跡発掘調査報告書（2006） ＮＰＯ法人国際縄文学協会／国際縄文学協会紀要第２

号 2006（2006） ＰＨＰ研究所／月刊 歴史街道６月号（2006）

神奈川県

全国史跡整備市町村協議会／平成17年度 全国史跡整備市町村協議会会報（2006）

山梨県

甲斐市教育委員会／埋蔵文化財試掘調査年報０５・０６（2005～2006）

長野県

㈶長野県文化振興事業団長野県埋蔵文化財センター／長野県埋蔵文化財センター年報22（2006） 長野市教育委員会／西前山古墳（1998） 松原遺跡Ⅴ（1998） 浅川

扇状地遺跡群  小板屋遺跡（1998） 松代城下町跡（2）～殿町～（2005） 浅川扇状地遺跡群  吉田町東遺跡（2）（2006） 小島・柳原遺跡群  水内坐一元神社遺跡（4）

（2006） 松代城下町跡（3）～殿町～（2006） 長野遺跡群  善光寺門前町跡（2006） 長野市埋蔵文化財センター所報No17（2006） 千曲市教育委員会／名勝「姨捨（田

毎の月）」記念物保存修理事業（2006）

新潟県

上越市教育委員会／市内遺跡発掘調査概要報告書平成15・16・17年度（2004～2006） 三反田遺跡・堂之前遺跡・谷内遺跡・南新田遺跡・原田遺跡（2004） 松葉遺

跡（2004・2005） 寺田遺跡（2005） 寺屋敷遺跡（2005） 牛田遺跡・上真砂市之口遺跡（2006） 清水田遺跡・下割遺跡・南割遺跡・外新田遺跡・小猿屋観音堂

遺跡（2006） 上頭遺跡・八幡地Ａ遺跡・蜂ヶ尻遺跡（2006） 塩辛遺跡・回り木遺跡（2006） 上越市（三和村）／北峰遺跡発掘調査報告書（2004） 落身遺跡発掘

調査報告書（2004） 前田遺跡発掘調査報告書（2004） 

石川県

㈶石川県埋蔵文化財センター／金沢市畝田東遺跡群Ⅲ・Ⅳ・Ⅵ（2006） 金沢市畝田西遺跡群Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ（2006） 金沢市額田遺跡（2006） 金沢市専光寺養魚場

遺跡（2006） 金沢市梅田B遺跡Ⅲ（2006） 珠州市伏見野田山下遺跡（2006） 珠州市粟津カンジャバタケ遺跡（2006） 珠州市北方B遺跡・北方E遺跡・北方池の下

遺跡（2006） 能登町北河内マツリダ遺跡（2006） 中能登町新庄遺跡（2006） 志賀町北吉田ノシロタ遺跡（2006） 志賀町館開遺跡群（2006） 志賀町代田遺跡（2006）

 宝達志水町・羽咋市杉野屋専光寺遺跡（2006） 羽咋市四柳白山下遺跡Ⅱ（2006） 白山市白山山頂遺跡（2006） 白山市安養寺遺跡（2006） 野々市町末松遺跡（2006）

 野々市町清金アガトウ遺跡（2006） 小松市矢田野遺跡群（2006） 加賀市小杉遺跡（2006） 加賀市九谷Ａ遺跡Ⅱ（2006） ㈶石川県埋蔵文化財センター年報７  （平

成16年度）（2005） 石川県埋蔵文化財情報第14・15号（2005～2006） いしかわの遺跡No22・23（2006） 金沢大学文学部考古学講座／金沢大学考古学紀要第28号  

2006年（2006）

福井県

小浜市教育委員会／小浜市重要遺跡確認調査報告書Ⅱ（2006） 福井県教育庁埋蔵文化財調査センター／年報19  平成15年度（2005） 乗兼・坪江遺跡（2006） 浅見

金道口遺跡・三重山城跡・浅見東山遺跡（2006） 糞置遺跡（2006） 吉野堺遺跡（桑下地区・大明地地区）（2006）

岐阜県

各務原市教育委員会／かがみはらの埋文第14号  平成17年度（2006） 炉畑遺跡（Ａ・Ｂ地区）（2006）

静岡県

㈶静岡県埋蔵文化財調査研究所／宮裏Ⅱ遺跡・高根森遺跡・高根森古墳群（2006） 西山遺跡  第二東名No２地点（2006） 元島遺跡Ⅱ（遺構・考察・遺物編）（2005）

 本郷坪遺跡（2005） 韮山城跡Ⅱ（2006） 静岡県埋蔵文化財調査研究所年報22（平成17年度事業概要）（2006） 発掘物語しずおかNo115・116（2006） 研究紀

要第13号（2007） 東原遺跡（2007） 青木原遺跡（2007） 袋井市教育委員会／掛之上遺跡（写真図版編）22・26・21・24・23・31・35・36・27・29・30・32・

34・28・33（2004～2005）

愛知県

南山大学人類学博物館／南山大学人類学博物館紀要第24号（2006） 愛知学院大学文学部歴史学科／明知遺跡の発掘記録（2006） 尻無１号窯跡発掘調査概要報告書

（2006） 名古屋大学文学研究科考古学研究室／名古屋大学文学部研究論集155  史学52考古学抜刷第21集（2006） 東山114号窯発掘調査報告書（2006） 愛知県埋蔵

文化財センター／平成17年度愛知県埋蔵文化財センター年報（2006） 研究紀要第７号（2006） 高木遺跡（2007） 夏敷古窯跡・蛇廻間古窯跡（2007） 瀬戸市文化

振興財団／瀬戸市埋蔵文化財センター 研究紀要第13輯（2006）

三重県

三重県埋蔵文化財センター／平成18年度第25回三重県埋蔵文化財展「北畠氏とその時代」（2006） 広永横穴墓群・広永１号墳・広永城跡・広永遺跡発掘調査報告（2006）

 三寺地内遺跡群発掘調査報告（2006） 織糸遺跡（2006） 前垣内遺跡発掘調査報告（2006） 西ヶ広遺跡（第３・４次）発掘調査報告（2006） 琵琶垣内遺跡（第１・４次）

発掘調査報告（2005） 立神高岡製塩遺跡（2006） 天王山遺跡・天王山古墳群発掘調査報告（2006） 上野城下町遺跡発掘調査報告 （2006） 一般国道23号中勢道路（９
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工区）建設事業に伴う六大B遺跡（B～Ⅰ地区）発掘調査報告（2006） 鈴鹿市中ノ川中流域の考古資料  研究紀要第15-２号（2006） 玉城丘陵の中世火葬坑群  研究紀

要第15－４号（2006） 三重の大昔へタイムスリップ（2006） 三重県埋蔵文化財センター通信「みえ」第40号（2006） 平成17年度三重県埋蔵文化財年報（2006）

 魚見里前遺跡発掘調査報告（2006） 里前遺跡（第３・４次）発掘調査報告（2006） 天童山古墳群発掘調査報告－附編 近代古墳発掘調査報告－（2006）大会遺跡

発掘調査報告（2007） 勢武谷遺跡第1次発掘調査報告書（2007） 一般国道42号松阪多気バイパス埋蔵文化財発掘調査概報10（2006） 松阪市中村川流域の考古資料

０ （2007）

滋賀県

東近江市教育委員会／能登川町埋蔵文化財調査報告書第61・62集（2006） 百済寺遺跡発掘調査報告書（2006） 楽浪文化財修理所／文化財修理報告書VOL.６(2005)

（2005）

京都府

㈶京都府埋蔵文化財調査研究センター／京都府埋蔵文化財情報第99～101号（2006） 城陽市教育委員会／城陽市埋蔵文化財調査報告書第51・52・53集（2006） 同

志社大学歴史資料館／岩倉忠在地遺跡（2006） 同志社大学歴史資料館館報第９号（2006）

大阪府

豊中市教育委員会／金寺山廃寺（2004） 文化財ニュース豊中No33（2006） 豊中市埋蔵文化財発掘調査概要平成17年度（2005）年度（2006） 大阪府指定史跡 春日

大社南郷目代 今西氏屋敷（2005） 大阪大谷大学博物館／博物館だよりNo98（2006） 高槻市教育委員会／高槻市文化財年報  平成15・16年度（2006） 松原市教育委

員会／文化財情報誌「たじひのだよりNo５」（2006） 河内長野市教育委員会／河内長野市埋蔵文化財調査報告書ⅩⅪ・Ⅹ�2005・2006） 大阪府立弥生文化博物館／平成

18年度秋季特別展図録「弥生人 躍動す！－池上曽根と吉野ヶ里－」（2006） 弥生文化博物館要覧  平成17年度（2006） 大阪府立弥生文化博物館だより「弥生倶楽部」

第30号（2006） 大阪大谷大学文化財学会／大谷女子大学文化財研究第６号（2006） 大谷女子大学博物館／札馬  窯跡群出土資料整理報告（2006） 堺市教育委員会

／堺市埋蔵文化財調査概要報告第108・109・110・111冊（2005～2006） 平成17年度国庫補助事業発掘調査報告書（2006）

兵庫県

大手前大学史学研究所／兵庫津遺跡（2006） 近世丹波焼の研究（2007） 大手前大学史学研究所紀要第６号（2006） 神戸市教育委員会／雲井遺跡第20次調査発掘調

査報告書（2006） 吉田南遺跡第17・18次調査発掘調査報告書（2006） 大橋町遺跡第１次-１～６次調査発掘調査報告書（2006） 御影山手遺跡第２次 発掘調査概報

（2006） 兵庫津遺跡第35次発掘調査概要（2006） 兵庫津遺跡第36次発掘調査概要報告書（2006） 西神ニュータウン内の遺跡（2006） 神戸考古学BEST50（2006）

 舞子砲台跡第１～４次発掘調査報告書（2006） 史跡五色塚古墳・小壷古墳・発掘調査・復元整備報告書（2006） 西求女塚古墳と青銅鏡（2005） 平成15年度神戸

市埋蔵文化財年報（2006） 神戸市埋蔵文化財分布図（2006） 布引水源地水道施設記録誌～国重要文化財指定記念～（2006）

奈良県

㈶元興寺文化財研究所／古きをまもる新しき技－保存科学への招待－ 冊子・ＤＶＤ（2005） 元興寺文化財研究所  研究報告2005（2006） 元興寺文化財研究第No

87・88（2005・2006） 平成17年度秋季特別展 執轡如組－ひ（手綱）をとることそのごとし－（2005） 奈良文化財研究所埋蔵文化財センター／埋蔵文化財ニュー

ス122～125（2006） 桜井市埋蔵文化財センター／桜井市内埋蔵文化財1998年度発掘調査報告書２（1999） 大藤原京関連遺跡第43次調査（2004） 平成16年度国

庫補助による発掘調査報告書（2005） 平成十八年度春季特別展 前方後円墳の終焉とその後（2006） 河合町教育委員会／長楽遺跡Ⅲ（2006） 桜井市文化財協会／平

成18年度 冬季企画展「忘れ去られた古墳」（2006） 奈良大学文学部文化財学科／文化財学報第23・24集（2006） 奈良県立橿原考古学研究所／青陵第118・119・

120号（2006） ノムギ古墳（2006） 八条遺跡（2006） 八条遺跡（写真図版編）(付図・CD-ROM)（2006） 馬見二ノ谷遺跡（2006） 箸尾遺跡Ⅰ（2006） 箸尾

遺跡Ⅰ 耕作遺構編(別添図)CD－ROM（2006） 平城京左京五条二坊十五・十六坪（2006） 平城京左京五条二坊十五・十六坪（付図）CD-ROM（2006） 東大寺旧境

内  （2006） 橿原考古学研究所紀要「考古学論攷」第29冊（2006） 橿原考古学研究所年報32（2005年度）（2007） 藤ノ木古墳から見た古代繊維製品の研究（2006）

 三次元デジタル・アーカイブを活用した古鏡の総合的研究第１・２分冊（2005） 齊國故城出土鏡範和東亞的古鏡（2007）

和歌山県

㈶和歌山市都市整備公社／和歌山市埋蔵文化財発掘調査年報  平成16年度（2004年度）（2007）

鳥取県

倉吉市教育委員会／下古川上通り遺跡発掘調査報告書（2006） 萬燈山遺跡発掘調査報告書（2006） 米子市教育委員会（淀江町）／百塚遺跡群Ⅷ・Ⅹ（1999・2004）

島根県

㈶松江市教育文化振興事業団／久傳遺跡（2006） 向山西遺跡（2006）勝負奥遺跡（2006） 二反田遺跡発掘調査報告書（2006） 出雲市教育委員会（大社町）／鹿

蔵山遺跡（2005） 出雲市教育委員会／茗ケ原奥たたら跡（2005） 築山遺跡Ⅰ（2005） 古志遺跡（2005） 国指定史跡西谷墳墓群（2006） 西谷墳墓群  平成14年

～16年度発掘調査報告書（2006） 畑ノ前遺跡（2006） 出雲市埋蔵文化財発掘調査報告書第16集（2006） 壱丁田遺跡第３次発掘調査報告書（2006） 江津市教育委

員会／反坂遺跡（2006） 島根県埋蔵文化財調査センター／廿子Ⅰ遺跡・廿子Ⅲ遺跡（2006） 浜寄・地方遺跡（2006） 沖手遺跡－１区の調査－（2006） 中野清水

遺跡（３）・白枝本郷遺跡－本編・写真図版編－（2006） 島根県における弥生時代・古墳時代の木製品集成（2006） 青木遺跡Ⅱ（弥生～平安時代編）第１・２・３分

冊（2006） （第１分冊）松才遺跡・真野谷Ⅱ遺跡・半坂古墓群・宮ノ前遺跡・正源寺遺跡（2006） （第２分冊）面白谷遺跡（2006） 原田遺跡（２） ２区の調査（2006）

 史跡出雲国府跡４（2006） 島根県教育庁埋蔵文化財調査センター年報14  平成17年度（2006） 水海のほとり（2006） 古代文化の郷出雲  史跡出雲国府跡（2006）

 石見銀山遺跡ニュースNo８・10（2004・2006） 石見銀山遺跡総合調査概報５  （2005） 山陰の城館跡～攻防の跡をたずねて～  山陰史跡ガイドブック第１巻

岡山県

津山市教育委員会／堀坂地内遺跡（2006） せんご遺跡・隠地東遺跡（2006） 年報 津山弥生の里第13号（平成16年度）（2006） 名勝 旧津山藩別邸庭園（衆楽園）

（2006） 岡山県古代吉備文化財センター／土居遺跡（2005） 南方遺跡（2006） 国司尾遺跡・坂田遺跡・坂田墳墓群・宮ノ上遺跡・宮ﾉ上古墳群（2006） 井手天原

遺跡・総社遺跡（2006） 来光寺跡・来光寺遺跡・立道遺跡・平岩古墳（2006） 南方遺跡（2006）姥ヶ逧遺跡（2006） 仏生田遺跡２・中撫川遺跡２（2006） 国

指定史跡 鬼城山（2006） 所報吉備40・41（2006） 発掘／高島のむかしⅡ（2006） 美作・大原昔絵巻（2006） 過去と未来を結ぶ道（2006） 美作・勝央発掘も

のがたり（2006） 岡山市教育委員会／岡山市埋蔵文化財センター年報５  2004(平成16)年度（2006） 川入・中撫川遺跡（2006） 彦崎貝塚 －範囲確認調査報告書－

（2006） 南坂８号墳・一国山城跡・一国山古墳群（2006） 国指定記念シンポジウム記録－大廻小廻山城跡の謎に迫る－（2006） 政田民俗資料館収蔵資料目録（2006）

 総社市教育委員会／古代山城 鬼ノ城２（2006） 総社市埋蔵文化財調査年報15・16（2006・2007） 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター／鹿田遺跡５－第７・８

次調査－（2007） 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2005（2007） 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報No36・37（2006・2007）

広島県

広島大学文学研究科考古学研究室／広島大学大学院文学研究科帝釈峡遺跡群発掘調査室年報ⅩⅩ（2006）

山口県

山口県埋蔵文化財センター／萩城跡（外堀地区）Ⅲ（2006） 尾袋遺跡(田尻地区)（2006） 石走山遺跡Ⅱ（2006） 白石遺跡（2006） 手洗古墳群（2006） 下右田遺跡（神

里地区）（2006） 陶けん  第19号（2006） 山口大学埋蔵文化財資料館／山口大学埋蔵文化財資料館年報平成15年度（2005） てらこや埋分創刊号・第２号（2005）

 第21回企画展図録「古墳の世界～山口県の古墳を探る～」（2005） 下関市立考古博物館／研究紀要第10号（2006） 下関市立考古博物館年報11  平成17年度（2006）

 博物館だより「あやらぎ」No15（2006） 甦る古の輝き（2006） 山口市教育委員会／山口市埋蔵文化財年報５  平成16年度（2006） 中込田遺跡Ⅲ（2006） 山口

市内遺跡詳細分布調査（名田島地区・秋穂二島地区）（2006） 山口県立山口博物館／山口県立山口博物館研究報告第32号（2006） 防府市教育委員会／平成16年度防

府市内遺跡発掘調査概要（2006）

徳島県

徳島市教育委員会／徳島市埋蔵文化財発掘調査概要14・15・16（2004～2006） 鳴門市教育委員会／鳴門市内遺跡調査事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告書１

（2006）

香川県

高松市教育委員会／神内城跡～第２次調査～（2005） 多肥宮尻遺跡（衣料品販売店舗）（2006） 多肥松林遺跡（電器店）（2006） 奥の坊遺跡群Ⅳ（奧ノ坊古墳群・
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久米池遺跡）（2006） 新田本村遺跡（2006） 高松城跡（厩跡）（2006） 高松市教育委員会(香川町) ／舟岡古墳（2005） 丸亀市教育委員会／中の池遺跡  第12次調

査（2006）

愛媛県

㈶松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター／松山市埋蔵文化財調査年報17  平成16年度（2005） 来住・久米地区の遺跡Ⅵ（2005） 宮前川流域の遺跡Ⅱ（2005）

 平成17年度 特別展 祈り～卑弥呼といのりの小道具～（2005） 松野町教育委員会／国指定史跡  河後森城跡環境整備事業概要報告書Ⅴ（2006） 今治市教育委員会

／高橋徳蔵寺遺跡Ⅰ  第１～４調査区（2005） 神宮御池遺跡・小泉アツコ遺跡  第３次調査地（2005） 今治市埋蔵文化財調査報告書第75～80集（2005～2006）

高知県

高知大学人文学部考古学研究室／大元神社古墳測量調査報告書（2006） 南国市における大型後期古墳の調査（2006） 高知市教育委員会／土佐神社西遺跡・土佐神社

（2006） 全国史跡整備市町村協議会大会実行委員会／第41回  全国史跡整備市町村協議会大会議事録（2007） 香美市教育委員会／刈谷我野遺跡Ⅱ（2007）

福岡県

八女市教育委員会／八女市南部地区県営圃場整備事業地内  埋蔵文化財調査報告書１（2005） 鶴見山古墳２（2005） 一般国道442号八女筑後バイパス埋蔵文化財調

査報告書Ⅰ（2006） 榎町遺跡（１・２次調査）（2006） 高野町遺跡（２次調査）（2006） 吉泉遺跡（2006）豊前市教育委員会／鬼木四反田遺跡（遺構編）・鳥越今

井野遺跡（2005） 鬼木四反田遺跡（遺物編）（2006） 市制50周年記念 「ぶぜん」写真集（2006） ぶぜんの祭り 豊前市制五十周年記念（2006） ぶぜん黎明  求菩

提資料館2005年秋の特別展図録（2005） 粕屋町教育委員会／戸原大塚古墳（2006）粕屋町内遺跡確認調査（2006） 立花町教育委員会／野広尾横穴墓群（2006） 

宇美町教育委員会／宇美中学校遺跡（2006） 博物館等建設推進九州会議／文明のクロスロード第80号（2006） 九州大学総合研究博物館／九州大学総合研究博物館（平

成12～16年度）（2006） 九州大学総合研究博物館研究報告第４号（2006） 久留米市教育委員会／久留米市埋蔵文化財年報Vol.２（2005） 良積遺跡Ⅴ（2005） 久留

米城外郭遺跡第９次調査（2005） 小川遺跡（2005） 久留米市三潴町遺跡等詳細分布調査報告書（2006） 筑後国府跡第205次発掘調査報告（2005） 別当山遺跡第

１次調査（2006） 京隈寺屋敷遺跡（2006） 中原遺跡第２次調査（2006） 櫛原寺屋敷遺跡第６次調査（2006） 筑後国府跡第203次発掘調査報告（2006） 日渡遺

跡群Ⅳ－白川遺跡第３・４次調査－（2006） 久保遺跡（2006）二本木遺跡群Ⅲ－神道遺跡第22次調査－（2006） 正福寺遺跡第８・10次調査（2006） 正福寺遺跡・

日渡遺跡（2006） 平成17年度久留米市内遺跡群（2006） 筑後国府跡（2006） 日渡遺跡群 正福寺遺跡第７次調査概要報告書（2006） まいぶん久留米第５号（2006）

 チョットみ展  遺跡調査速報2005年（2005） 久留米から出土したお宝展（2005） 筑後国府通信Vol.３（2006） ㈶北九州市芸術文化振興財団／小敷城跡（2005）

 京町遺跡第５地点－山縣三朗平屋敷の調査－（2006） 長野角屋敷遺跡４(第７地点)（2006） 丸ノ内遺跡（第４次調査）（2006） 室町遺跡第５地点（2006） 長野

フンデ遺跡４－５区の調査－（2006） 小倉城二ノ丸家老屋敷跡第２地点（2006） 中貫ミカシキ遺跡４・真光寺遺跡２ ５ｂ区、８区・２区の調査(平成14年度）（2006）

 猪の谷東遺跡（2006） 朽網南塚遺跡５・６（2006） 朽網當宮遺跡（2006） 大手町遺跡第５地点（2006） 円光寺古墳（2006） 室町遺跡第６地点（2006） 志

井雀木遺跡第２地点（2005） 長浜遺跡（2006） 研究紀要第20号（2006） 埋蔵文化財調査室年報22  平成16年度（2006） 太宰府市教育委員会／宝満山遺跡群５

（2006） 太宰府・佐野地区遺跡群21・22（2006） 馬場遺跡２（2006） 太宰府条坊跡30（2006） 福岡県教育委員会／日詰遺跡Ⅲ（2006） 海津横馬場遺跡Ⅱ（2006）

 山門前田遺跡（2006） 郡寮ノ一遺跡（2006） 西牟田大立遺跡・西牟田北原遺跡・西牟田平野遺跡（2次調査）（2006） 西新町遺跡Ⅶ（2006） 太刀洗町教育委員

会／栗崎遺跡２・３（栗崎遺跡４・５次調査）（2006） 三原城跡（2006） 史跡下高橋官衙遺跡周辺遺跡３（下高橋馬屋元遺跡10次調査）（2006） 山隈中西又原遺跡

２（2006） 春日市教育委員会／須玖永田Ａ遺跡３(２次調査）（2005） 野藤遺跡３(４次調査)（2005） トバセ遺跡（2006） 下大洗遺跡  ３次調査（2006） 古水遺

跡  ３次調査（2006） 春日市埋蔵文化財年報13  平成16年度（2006） 大野城市教育委員会／大野城市の文化財第38集「大野城市の遺跡⑨」（2006） 牛頸野添遺跡

群Ⅲ第６・８次調査（2006） 牛頸野添遺跡群Ⅳ第７次調査（2006） 仲島遺跡Ⅻ（2006） 九州国立博物館／南の貝のものがたり  2006年真夏の特別展（2006） 那

珂川町教育委員会／安徳台遺跡群（2006） 岩門城跡（2006） 行橋市教育委員会／史跡御所ヶ谷神籠石Ⅰ（2006） 平成18年度特別展  匠の技－京都平野の名品展－

（2006） 平成18年度企画展  古墳～寺院へ－椿市廃寺とその時代－（2007） 甘木市教育委員会（朝倉町）／宮野地区遺跡群（2006） 甘木市教育委員会／甘木市文

化財年報（平成15・16年度）（2005・2006） 福田地区遺跡群（2006） 黒川黒松近世墓（2005） 平塚川添遺跡Ⅱ（2004） 朝倉市教育委員会（甘木市）／ぼく・私

の秋月  秋月小学校６年生からのメッセージ（2005） 旧田代家住宅（2005） 平塚山の上遺跡Ⅱ（2006） 楢原下法寺遺跡・隈江楠木谷古墳（2006） あさくらのま

つり（2006） あさくらの森 自然ハンドブック「野鳥・植物・昆虫」（2004～2006） 朝倉市教育委員会（北筑後文化財行政連絡協議会）／平成４年度埋蔵文化財ス

ライド映写会 第17回スライド映写会（2003） 平成13年度スライド映写会（2001） 筑前町教育委員会（夜須町）／竹ノ子遺跡（2003） 三国手遺跡（2003） 当町遺跡・

出口遺跡Ⅱ（2004） 夜須町の考古学～弥生時代編～（2001） 筑前町教育委員会／藤坂古墳群Ⅲ（2006） 坂井田遺跡Ⅱ（2006） 筑後市教育委員会／山ノ井南野遺

跡Ⅱ（2005） 羽犬塚山ノ前遺跡Ⅱ（2005） 筑後北部地区遺跡群Ⅰ・Ⅱ（2005・2006） 筑後東部地区遺跡群Ⅸ（2005） 水田上町遺跡（2005） 山ノ井南野遺跡Ⅲ

（2005） 筑後市内遺跡群Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ・Ⅸ（2005～2006） 江口南村囲遺跡（2005） 長崎六反遺跡（2006） 西牟田寛元寺遺跡（2006） 古島榎崎遺跡（2006） 直方

市教育委員会／高取焼展（2006）福岡市埋蔵文化財センター／福岡市埋蔵文化財センター年報第25号（平成17年度）（2006） 遠賀町教育委員会／鬼津横穴墓群（2006）

 筑紫野市教育委員会／原遺跡２（2006） 長道遺跡（2006） 梛野遺跡（2006） 日焼遺跡２（2006）） 原田第１・２・40・41号墓地  下巻（2006） 山川町教育

委員会／イモジＢ遺跡（2000） 山ノ上遺跡（2002） 山川町文化財分布地図（2005） やまかわ100年のあゆみ（2007） 高田町教育委員会／竹飯地区遺跡（2007）

 福岡市教育委員会／有田・小田部40・41・42（2006） 今宿五郎江５（2006） 那珂君休遺跡Ⅷ（2006） 金武３（2006） 鴻臚館跡16（2006） コノリ遺跡２（2006）

 山王遺跡１・２（2006） 雑餉隈遺跡６（2006） 重留村下遺跡３（2006） 下月隈Ｃ遺跡Ⅵ（本文・図版編）（2006） 周船寺遺跡６・７（2006） 住吉神社遺跡１

（2006） 田島Ａ遺跡２（2006） 唐原稲葉遺跡１ （2006） 那珂41・42・43・44  （2006） 中村町遺跡２  （2006） 博多106～109 （2006） 箱崎25  （2006） 麦野

Ｃ遺跡  （2006） 比恵42・43・44  （2006） 広瀬遺跡２・上広瀬遺跡１（2006） 広瀬遺跡３（2006） 藤崎遺跡16 （2006） 干隈古墳群 （2006） 三苫遺跡群６（2006）

 南八幡遺跡７（2006） 席田大谷遺跡群６（2006） 夫婦塚古墳２（2006） 元岡・桑原遺跡群６・７（2006） 吉武遺跡群ⅩⅧ（2006） 吉塚祝町２（2006） 福岡市

埋蔵文化財年報VOL.19  平成16(2004)年度版（2006） 福岡市・釜山広域市文化財担当者交流事業報告書（2006） 北九州市教育委員会／高見遺跡第３地点（2006）

 木屋瀬宿東構口跡第２次調査（2006） 西ソノ遺跡（第２次調査）（2006） 稗田川遺跡第２地点・中島遺跡第３次調査（2006） 小倉城二ノ丸家老屋敷跡１（江戸・

室町時代中～後期）（2006） 宗像市教育委員会／むなかたの文化財  平成16・17年度文化財保護事業（2006・2007） 芦屋町教育委員会／筑前芦屋津金屋遺跡Ⅱ（2007）

 芦屋町歴史民俗資料館年報第７号平成17年度（2005） 九州歴史資料館／平成17年度九州歴史資料館年報（2006） 九歴だよりNo23（2006） 九州歴史資料館研究

論集31（2006）

佐賀県

神埼市教育委員会／八子二本黒木遺跡（2006） 八子一本黒木遺跡Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ区（2006） 八子四本黒木遺跡Ⅲ（2006） 八子六本黒木遺跡14区・12区（2006･2007）

 野田遺跡12区（2007） 姉川城跡  第８次調査の報告（2007） 鳥栖市教育委員会／今泉遺跡（2006） 勝尾城筑紫氏遺跡（2006） 鳥栖の中世Ⅶ  鳥栖の町づくりと

歴史・文化講座報告書（2006） 鹿島市教育委員会／永吉良遺跡（2006） 佐賀県教育委員会／弥生時代の吉野ヶ里  集落の誕生から終焉（2003） 新・となりの卑弥

呼第１・２号（2006） 吉野ヶ里歴史公園2006事業概要（2006） 吉野ヶ里遺跡平成２～７年度発掘調査概要（1997） 吉野ヶ里遺跡平成８～10年度発掘調査概要（2003）

 吉野ヶ里遺跡平成11～12年度発掘調査概要（2004） 吉野ヶ里銅鐸（2002） 広報誌「吉野ヶ里」第１号（2006） 佐賀県教育庁／佐賀県文化財年報11 2004年度

（2006） 大江前遺跡・目貫古墳群・赤野遺跡・袈裟丸城跡・岩根遺跡（2006） 小城市教育委員会／織島東分下遺跡（2006） 小城市教育委員会（三日月

町）／久米遺跡第４次・２次・３次発掘調査報告書（2002～2006） 戊・赤司・赤司東・深川南・土生（2005） 小城市教育委員会（小城町）／妙見遺跡・滝

遺跡（2005） 小城市教育委員会（小城市立歴史資料館）／調査研究報告書第１・６集（2005・2006） 唐津市教育委員会／唐津市内遺跡確認調査(22）（2006） 汐

入遺跡（2006） 菜畑内田遺跡（６）（2006） 中原遺跡（２）（2006） 鎮西町内遺跡確認調査  平成14年度～平成16年度（2006） 獅子城跡Ⅱ（2006） 岸岳古窯跡

群Ⅱ（2006） 佐賀市教育委員会／国史跡  肥前国庁跡保存整備事業報告書－遺物・整備編－（2006） 佐賀市埋蔵文化財確認調査報告書2002・2003・2004年度（2005

～2006） 藤木三本杉遺跡Ⅰ(２．３区の調査)（2006） 友貞遺跡(18区の調査)（2006） 石井樋（2006） 築山遺跡２（2006） 納所遺跡２（2006） 徳富権現堂遺

跡・徳富本村遺跡（2006） 徳永遺跡群ⅩⅥ  徳永遺跡23区（2005） 徳永遺跡群ⅩⅦ  徳永遺跡11区（2006） 東古賀遺跡４（2006） 東名遺跡  日本最古の湿地性貝

塚（2006） 薬師丸五本柳遺跡・園田遺跡（2005） 寺小路遺跡－１・２区の調査－（2005） 原口遺跡－１・２区の調査－（2005） 神野二本松遺跡－２区の調査



－（2005） 平尾二本杉遺跡Ⅴ－10・11・12・13・14・15区の調査（2005） 玄海町教育委員会／高江城跡調査概報Ⅱ（2006） 諸家文書目録（2005） 久保田町教

育委員会／上恒安遺跡２区・６区（1999・2003）

長崎県

長崎県教育庁原の辻遺跡調査事務所／原の辻遺跡調査事務所調査報告書32・33集（2006） 原の辻ニュースレター第26号（2006） 壱岐市教育委員会／原の辻遺跡壱

岐市文化財調査報告書第３集（2005） 兵瀬古墳（2005） 覩城跡･車出遺跡（2005） 特別史跡  原の辻遺跡（2006） 松浦市教育委員会／松浦市内遺跡確認調査（６）  

（2006） 雲仙市教育委員会／龍王遺跡（倉地川古墳）（2006） 龍王遺跡の発掘調査（2006） 島原市教育委員会／森岳城跡（2006） 佐世保市教育委員会／佐世保の

洞穴遺跡～洞穴遺跡総合調査報告書～（2006） 

熊本県

宇土市教育委員会／轟貝塚･馬門石石切場跡（2006） 熊本大学文学部考古学研究室／熊本大学文学部考古学研究室報告第41集（2006）人吉市教育委員会／史跡人吉城

跡ⅩⅣ（2006） 八代市教育委員会／宮地年神遺跡（2006） キリシタン寺院跡（2006） 宮地池尻遺跡（2006） 古麓城下遺跡（2006） 熊本県立装飾古墳館／鞠智城

跡第26・27次調査報告（2006） 玉名市教育委員会／史跡永安寺東古墳・永安寺西古墳保存整備事業報告書（2006） 玉名市内遺跡調査報告書Ⅲ  平成15・16年度の

調査（2006） 菊地市教育委員会／小野崎遺跡（2006） 菊地市教育委員会（七城町）／植木山遺跡埋蔵文化財発掘調査概要報告書（2005） 小迫遺跡（2001） 菊地

市教育委員会（旭志村）／亀ヶ城跡（1996） 益城町教育委員会／城の本２号墳（2006） 南関町教育委員会／今原遺跡（2006） 相良村教育委員会／野原遺跡Ⅱ  （2006）

 熊本市教育委員会／古町遺跡Ⅰ（2004） 八ノ坪遺跡Ⅰ（分析・考察・図版編）（2006） 八ノ坪遺跡Ⅱ（2006） 江津湖遺跡群Ⅱ（2006） 神水遺跡Ⅷ（2006） 

熊本市埋蔵文化財調査年報第８号平成16年度（2006） 熊本市埋蔵文化財発掘調査報告集平成16年度（2005） 植木町教育委員会／平成17年度植木町内遺跡発掘調査

報告書（2007） 阿蘇市教育委員会／阿蘇市文化財調査報告第１集「阿蘇神社建造物調査報告書」（2006）

大分県

臼杵市教育委員会／後通田原遺跡（2006） 豊後大野市教育委員会／高添遺跡（2006） 御獄神楽（CD-ROM）（2006） 竹田市教育委員会／史跡岡城跡ⅩⅩ・ⅩⅪ・ⅩⅫ・Ⅹ�（2004

～2006） 竹田市の無形民俗文化財（2004） 菅生台地と周辺の遺跡ⅩⅦ（池辺遺跡）（2006） 竹田地区遺跡群・城下町遺跡群Ⅵ（2004） 城下町遺跡（虎屋跡）（2005）

 城下町遺跡（下殿町御用屋跡）（2004） 杵築市教育委員会／小熊山古墳発掘調査報告書（2006） 神ノ前遺跡（2006） 九重町教育委員会／町田立村遺跡岐部氏館

跡（2006） 九重町歴史資料館年報2006年度（2006） 日田考古学同好会／比多考古第14号（2006） 佐伯市教育委員会／神ノ前遺跡発掘調査報告書（2006） 佐伯

市戦争遺跡  濃霞山－長島山－興人（2006） 大分県教育庁埋蔵文化財センター／大分県埋蔵文化財年報14（平成16年度のまとめ）（2006） 上ノ原横穴墓群（2006）

 豊後府内３（2006） 豊後府内４(第１・２・３分冊)（2006） 豊後府内５（2006） 山脇横穴墓（2006） 大分県内遺跡発掘調査概報９（2006） 中津市教育委員

会／定留遺跡 八反ガソウ地区発掘調査報告書（2006） 塔ノ熊廃寺（2006） 黒木遺跡拜香地区（2006） 沖代地区条里跡 久毛地区・苅又地区・牛踏地区 中津城本丸

南西石垣（Ⅴ）（2006） 別府大学附属博物館／別府大学附属博物館だよりNo46・47（2004～2005） 文化財学への挑戦（2004） 大分市教育委員会／大友府内７・８（2004

～2006） 大分市埋蔵文化財調査年報ｖｏｌ.16  2004年度（2005） 府内城・城下町跡  第12次調査報告書（2003） 玉沢地区条里跡  第７次発掘調査報告（2006） 

南金池遺跡（2006） 宮苑井ノ口遺跡  第２・第３次調査発掘調査報告書（2005） 下郡遺跡群Ⅳ(CD-ROM)（2006） 若宮八幡宮遺跡  第１次発掘調査(CD-ROM)（2006）

 大分市市内遺跡確認調査概報2005年度（2006） 国東町教育委員会／史跡安国寺集落遺跡保存修理（災害復旧）事業整備報告書（2006） 大分県立歴史博物館／大

分県立歴史博物館年報2005（2006） 豊後国国東郷２（2006） 大分県立歴史博物館研究紀要７（2006） 開館二十五周年特別展「み仏の美とかたち」（2006） 大分

市歴史資料館／大分市歴史資料館年報（平成17年度）（2006） ゾウがいた！象が来た？（2006） 日田市立博物館／館報（自然史部門）第39号（2006）

宮崎県

宮崎県埋蔵文化財センター／下耳切第３遺跡（第一・二分冊）（2006） 唐木戸第４遺跡（2006） 東畦原第１遺跡（二・三・四次調査）（2006） 上新開遺跡（2006）

 山崎上ノ原第２遺跡Ⅱ（2006） 東九州自動車道（都農～西都間）関連埋蔵文化財発掘調査概要報告書Ⅵ（2006） 東九州自動車道（門川～日向間）関連埋蔵文化財

発掘調査概要報告書Ⅰ（2006） 埋蔵文化財通信  みやざき第７号（2006） 屋敷遺跡（2007） 山田遺跡（2007） 赤坂遺跡（2007） 湯牟田遺跡（二次調査）（2007）

 勘大寺遺跡（二次調査）（2007） 吉牟田遺跡（2007） 吉野第２遺跡（2007） 野首第１遺跡Ⅱ（2007） 野首第２遺跡 第一分冊（2007） 小並第１遺跡（2007） 

平田遺跡D地点・E地点（2007） 埋蔵文化財通信 みやざき第８号（2007） 尾小原遺跡（第一次調査）（2006） 永牟田第２遺跡（2006） 今井野第２遺跡・天下城山

遺跡（2006） 野門遺跡（2006） 別府町遺跡（2006） 分蔵遺跡（2006） 東畦原第１遺跡（一次調査）（2006） 登り口第１遺跡・登り口第２遺跡（2007） 藤山第

１遺跡（2007） 中ノ迫第１遺跡（一次・二次）（2007） 中ノ迫第３遺跡（2007） 赤木遺跡第８地点（第二次調査）（2007） 朝草原遺跡・尾立第３遺跡（2007） 

八幡第２遺跡（2007） 国光原遺跡（2007） 尾小原遺跡（第三次調査）（2007） 清武町教育委員会／山田第１・２遺跡（2006） 上猪ノ原遺跡第５地区（2006） 都

城市教育委員会／坂元Ａ遺跡  坂元Ｂ遺跡（2006） 星原遺跡（2006） 岩吉田遺跡・宮田遺跡（2006） 向原第２遺跡－第２次調査－（2006） 梅北佐土原遺跡（2007）

 宮田遺跡（第２次調査）（2007） 鶴喰遺跡（中世編）（2007） 今房遺跡（2007） 加治屋B遺跡（縄文時代・弥生時代編）（2007） 高鍋町教育委員会／町内遺跡発

掘調査報告書（2006） 木城町教育委員会／町内遺跡発掘調査報告書Ⅱ（2006） 宮崎県教育委員会／特別史跡 西都原古墳群保存整備事業報告書（2006） 平成17年

度農業基盤整備事業に伴う発掘調査概要報告書（2006） 新富町教育委員会／祇園原古墳群９（2006） 町内遺跡22（2006） 弁指遺跡（2000） 北方町教育委員会／

北方町内遺跡２（1996） 速日峰地区遺跡Ⅶ（1999） 上崎地区遺跡３（2003） 町内遺跡４（2003） 町内遺跡詳細分布調査報告書（2004） 打扇上ノ原遺跡（2005）

 上崎地区遺跡５（2005） 北方町内遺跡５（2005） 西都市教育委員会／西都原地区遺跡Ⅱ（2006） 西都原遺跡（2006） 市内遺跡発掘調査概要報告書Ⅺ（2006）

 堂ヶ嶋遺跡・上妻遺跡・法元遺跡・童子丸遺跡・石貫遺跡（2006） 都於郡城跡発掘調査概要報告書Ⅴ（2006） 平成17年度西都原古墳研究所・年報第22号（2006）

 三股町教育委員会／三股町内遺跡Ⅵ（2006） えびの市教育委員会／北岡松地区遺跡群（2007）

鹿児島県

鹿屋市教育委員会／吉国遺跡（2005） 菖蒲遺跡（2005） 石仏頭遺跡（2006） 堀之牧遺跡（2006） 小田遺跡（2006） 鹿屋市教育委員会（吾平町）／原口岡遺跡（1995）

 中尾Ⅲ遺跡（1994） 中尾遺跡Ⅳ（2005） 伊仙町教育委員会／カムィヤキ古窯跡群（2005） 出水市教育委員会／笹原遺跡（笹原茶屋跡：茶屋ノ元Ｂ遺跡）（2006）

 鹿児島市教育委員会／枦堀Ａ遺跡（2005） 地頭仮屋跡（2006） 御仮屋跡遺跡Ｂ地点（2006） 茶磨塁跡（2006） 福昌寺跡（2006） 大龍遺跡Ｄ地点（2006） 北

迫遺跡（2006） 鹿児島市埋蔵文化財確認発掘調査報告書Ⅲ（2006） 鹿児島県立埋蔵文化財センター／三角山遺跡群（３）第１・２・３分冊（2006） 農業開発総合

センター遺跡群Ⅱ 馬塚松遺跡・市堀遺跡・大門口遺跡（2006） 農業開発総合センター遺跡群Ⅲ  尾ヶ原遺跡（2006） 中尾遺跡・四方高迫遺跡（2006） 野里小西遺

跡（2006） 伏野遺跡・隠迫遺跡・枦堀遺跡・仁田尾遺跡・御仮屋跡遺跡（2006） 中ノ原遺跡・中ノ丸遺跡（2006） 山ノ中遺跡（2006） 堂園平遺跡（2006） 市

ノ原遺跡（第５地点）（2006） 研究紀要・年報「縄文の森から」第４号（2006） 指宿市考古博物館時遊館COCCOはしむれ／平成16・17年度市内遺跡確認調査報告

書（2005・2006） 中尾迫遺跡（2005） 南種子町教育委員会／松原遺跡（1995） 藤平小田遺跡(第１・２分冊)（2002） 龍庵坂・今平遺跡（2004） 上平遺跡（2004）

 横峯C・D遺跡（2005） 銭亀遺跡（2006） 

沖縄県

那覇市教育委員会／首里崎山古墓群（2001） 崎山御獄遺跡（2005） 垣花村跡埋蔵文化財発掘調査ニュースNo13（2006）

個人

清水宗昭／内海と半島の考古学（2006） 石松登美子／私の日田の郷  「日田の郷、今と昔の物語り」（2004） 雨宮瑞生／寺山遺跡 平成16年12月調査分（2006）
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